
学泉アカデミーA（ボイストレーニング）
Potential Studies A330611134 五十嵐舞 専門 1 選択 1前期

科目の概要
この授業は、保育士・幼稚園教諭・小学校教諭を目指す学生の人間力を向上させるために位置付けられた科目群のひとつである。（DP②）
科目概要は以下のとおりである。
この授業は、読みや歌唱など、声に関わる表現活動への取り組みを通して、基本的な発声を習得し、自分や他者の声の特性を知り、自己表現の可能性を広げ
ることを目的とする。声に興味関心を持ち、声という個性を通して自分や他者を認め、積極的に自分の思いを表現（発信）・言語化できる人材育成を目指
す。また、声による表現の重要性とその役割に気づき、自発的で活発なコミュニケーションの土台作りとしてのボイストレーニングを学修する。

学修内容 到達目標

① 声への理解を深める
② 基本的な発声を学修する
③ 声による表現の内容について理解し、その方法を学修
する
④ 発表についての理解を深める
⑤ 発表を通して、自由に表現する

① 自分や他者の声の特性を捉え、表現に生かすことがで
きる
② 基本的な発声を理解し、積極的に表現することができ
る
③ 声による表現の内容について理解し、その方法を深め
ることができる
④ 発表についての理解を深めることができる
⑤ 自分や他者の発表からフィードバックし、自己表現に
生かす

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 声への理解を深めるために、積極的に声を出すことができる。

働きかけ力

実行力

すぐにできない・捉えにくい課題があった場合、自ら質問することができる。

発表に向けて継続的に練習し、発表をまとめることができる。

考え抜
く力

課題発見力 自分の声の特性を理解するために、必要な課題を見つけることができる。

計画力

創造力

発表の期日に合わせて、計画的に練習を進めることができる。

学修した発声や表現をもとに、自分や他者の声のイメージを膨らませることができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

人前で、個人またはグループで発表できる。
自分の特性を理解し、表現に生かすことができる。

他者の声や発表を丁寧に聴き、尊重することができる。

他者の声の特性を捉え、自己表現に生かすことができる。

現状の進度・課題を的確に把握することができる

授業が円滑に進行するよう、社会人として最低限のルールを守ることができる。

すぐに結果の出にくい課題に対しても、前向きに辛抱強く取り組むことができる。

テキスト及び参考文献

授業内にて配布

他科目との関連、資格との関連

「学泉アカデミーA（ボイストレーニング）」は、学科専門科目群のライフ開拓領域に配置されており、保育士や幼稚
園教諭、小学校教諭としてふさわしい人間力を育成する科目である。人間力育成という観点で、他の学泉アカデミーと
の関連がある科目である。
また、資格関連科目には該当しない。

学修上の助言 受講生とのルール

自分の声や、声を出すこと、歌唱に自信のない場合でも、
様々な声を出したり読みや歌唱に取り組みながら、自分の
声の特性を知り、それぞれのペースで声を捉えていきま
しょう。

実技を伴う科目です。積極的に練習を行いましょう。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

Ｓ（秀）は、実技・レポートを合わせて90点以上取得する
こと。読み課題・歌唱課題・選択課題において、表現力豊
かに発表ができる。

Ａ（優）は、実技・レポートを合わせて80点以上取得する
こと。読み課題・歌唱課題・選択課題において、表現でき
ること。

Ｂ（良）は、実技・レポートを合わせて70点以上取得する
こと。読み課題・歌唱課題・選択課題おいて、積極的に取
り組み発表できること。
ｃ（可）は、実技・レポートを合わせて60点以上取得する
こと。読み課題・歌唱課題・選択課題において、発表でき
ること。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

20

読み課題の発表1回（10）
歌唱課題の発表1回（10）

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

小テスト

① ✓

30

発表会の振り返りレポート提出3回（10×3）

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

レポート

① ✓

40

選択発表課題の発表　1回（40）

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

主体性：声への理解を深めるために、積極的に声を出すことができる。
働きかけ力：すぐにできない・捉えにくい内容があった場合、自ら質問できる。
実行力：発表に向けて、継続的に練習し、発表をまとめることができる。
課題発見力：自分の声の特性を生かすために、必要な課題を見つけることができる。
計画力：発表の期日に合わせて、計画的に練習を進めることができる。
創造力：学修した発声や表現をもとに、自分や他者の声のイメージを膨らませることができる。
発信力：人前で、個人またはグループで発表できる。
　　　　自分の特性を理解し、表現に生かすことができる。
傾聴力：他者の声や発表を丁寧に聴き、尊重できる。
柔軟性：他者の声の特性を捉え、自己表現に生かすことができる。
情況把握力：現状の進度・課題を的確に把握することができる。
規律性：授業が円滑に進行するよう、最低限のルールを守ることができる。
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力：すぐに結果の出にくい課題に対しても、前向きに辛抱強く取り組むことができる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



Ｂ（良）は、実技・レポートを合わせて70点以上取得する
こと。読み課題・歌唱課題・選択課題おいて、積極的に取
り組み発表できること。
ｃ（可）は、実技・レポートを合わせて60点以上取得する
こと。読み課題・歌唱課題・選択課題において、発表でき
ること。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ、授業内容
を理解する
読み課題に取り組む

講義・演習 授業内容を理解し、演
習できる

（予習）
（復習）読み課題を習
得すべく練習する

90

主体性
働きか
け力
実行力
傾聴力
柔軟性
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ力

2

発声について学修する
読み課題に取り組む

講義・演習 発声練習を行い、発声
を工夫することができ
る

（予習）読み課題を練
習する
（復習）読み課題を習
得すべく練習する

90

主体性
働きか
け力
実行力
傾聴力
柔軟性
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ力

3

発声について学修する
読み課題に取り組む

講義・演習 発声練習を行い、発声
を工夫することができ
る

（予習）読み課題を練
習する
（復習）読み課題を習
得すべく練習する

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
傾聴力
柔軟性
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

4

発声について学修する
読み課題に取り組む

講義・演習 発声練習を行い、発声
を工夫することができ
る

（予習）読み課題を練
習する
（復習）読み課題をす
べく練習する

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
傾聴力
柔軟性
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

5

発表会　読み課題の発
表

講義・演習 発表を通して、表現の
工夫につなげようとし
たか
次の課題への意欲につ
ながったか

（予習）発表に向けて
練習する
（復習）振り返りのレ
ポート作成

90

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
柔軟性
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ力

6

歌唱課題について学修
する
発声について学修する
発声方法を習得する

講義・演習 発声練習を行い、発声
を工夫することができ
る

（予習）歌唱課題を練
習する
（復習）歌唱課題を習
得すべく練習する

90

主体性
働きかけ
力
実行力
課題発見
力
傾聴力
柔軟性
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰ
ﾙ力

7

歌唱課題について学修
する
発声について学修する
発声方法を習得する

講義・演習 発声練習を行い、発声
を工夫することができ
る

（予習）歌唱課題を練
習する
（復習）歌唱課題を習
得すべく練習する

90

主体性
働きかけ
力
実行力
課題発見
力
傾聴力
柔軟性
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰ
ﾙ力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

歌唱課題について学修
する
発声について学修する
発声方法を習得する

講義・演習 発声練習を行い、発声
を工夫することができ
る

（予習）歌唱課題を練
習する
（復習）歌唱課題を習
得すべく練習する

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
傾聴力
柔軟性
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

歌唱課題について学修
する
発声について学修する
発声方法を習得する

講義・演習 発声練習を行い、実技
発表に向けて練習を重
ねることができる

（予習）歌唱課題を練
習する
（復習）歌唱課題を習
得すべく練習する

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
傾聴力
柔軟性
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

10

発表会　歌唱課題の発
表

講義・演習 発表を通して、表現の
工夫につなげようとし
たか
次の課題への意欲につ
ながったか

（予習）発表に向けて
練習する
（復習）振り返りのレ
ポート作成

90

主体性
課題発見
力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ力

11

個人またはグループで
読み課題または歌唱課
題を選択し、それぞれ
を深める
発声について学修する
発声方法を工夫する

講義・演習 自分の特性を振り返
り、表現にいかそうと
しているか

（予習）それぞれの課
題を練習する
（復習）それぞれの課
題を習得すべく練習す
る 90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

12

それぞれの課題につい
て学修する
発声について学修する
発声方法を工夫する
個人またはグループ内
で表現を工夫する

講義・演習 他者の特性を取り入
れ、自己表現を深めよ
うとしているか

（予習）それぞれの課
題を練習する
（復習）それぞれの課
題を習得すべく練習す
る 90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

13

それぞれの課題につい
て学修する
発声について学修する
発声方法を工夫する
個人またはグループ内
で表現を工夫する

講義・演習 他者の特性を取り入
れ、自己表現を深めよ
うとしているか

（予習）それぞれの課
題を練習する
（復習）それぞれの課
題を習得すべく練習す
る 90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

14

それぞれの課題につい
て学修する
発声について学修する
発声方法を工夫する
個人またはグループ内
で表現を工夫する

講義・演習 他者の特性を取り入
れ、自己表現を深めよ
うとしているか

（予習）それぞれの課
題を練習する
（復習）それぞれの課
題を習得すべく練習す
る 90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

発表会　個人またはグ
ループで発表する

講義・演習 個人やグループでそれ
ぞれの特性を生かした
表現ができたか

（予習）課題を練習す
る
（復習）振り返りのレ
ポート作成

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力


